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名
士
の
死
の
心
理
に
關
す

る
統
計
的
研
究

岡

崎

交

規

最
近

の

言
。
叶「o
ロ
(
6
い
ω
之
o
ム
)
に

〉
.
竃
碧

U
臼
μ巴
α

…
が

U
o
孚
豊

頃
超
o
o
δ
題

o州
国
記
δ
鼠
6
巴

℃
。話
o
自
律

αq
醗

ざ

一
題

し
て
、
名
士

の
死

の
心
理

に
閲
す

る
統
計
的

許
究
を

.

獲

表
し

て
み
る
。
私
は
轡

っ
て
河
上
博
士

の
紹
介

せ
ら

.

れ
た
「
著

名

の
婦
人

に
關
す

る
統
計
的
研
究
」

(経

済
論

山
叢
第

「
巻
第

…
號

参
照

)
を
興
味
深
く
讀

ん
だ
事

が
あ

…
る
が
、
丁

度
そ
れ

ご
同
様
な
感

興
を
畳

え
る

の
で
、
概

　
要
を
摘

録
す

る
の
で
あ
る
。

名
士

の
死

の
心
理

ε
は
、
彼
等

の
最
後

の
言
葉

が
表

…
現
す

る
所

の
も

の
を
官

ふ
の
で

あ
る
。
「
死

の

瞬
間

に

於

け
る
言
葉
」

な

る
意
味
を

団
居
ポ
く
理
解

し
て
置
く

事
が
極

め
て
肝
要

で
あ

る
ざ
信

ず

る
の
で
、
死

そ

の
も

の
に
就

い
て
二
三
言

ひ
添

へ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

.

こ

、
に
死

ご
吉

ふ
の
は
、
死
が
急

激
に
或

は
突
然

に
來

「
る
場
合
「

即
ち
鰐
ふ
所

の
頓
死
で
は
な
く
し
て
、
.そ

…
れ
が

↓
定
の
経
過
を
辿
る
所
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

第
十
七
巻

(
第
六
號

一
四
三
)

八
九
三

:::
19
20
21
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OnProtectiontoAgriciltwe.(正822)

B・na・,Ri・a・d・'・ 」・g・tplan(Th・E・ ・n・m」 ・ ∫・t1・na],Sept・mb…g・3.P.

28τ)
「M

oneycreditand(コOmmcrc鷺{923p.響4▽ 、MarshIしII,
B・1・とば,ibid・,P・291・

ibid.,P・2呂122)Mars.hall,ibid.,P,41.note.



↑

難

錬

名
士
の
死
の
心
理
ド
聞
す
ゐ
統
計
的
研
究

第
十
七
巻

〔第
六
號

…
四
四
)

入
九
四

な

い
の
で
あ

る
。
死

の
働

き
は
死

の
働

き
に
先

立

っ
て

し
て
八
九

四
件
を
得
た

の
で
あ

る
。

こ
れ
等

は
何
れ

も

起

る
所

の
疾

病

の
諸
徴

候

ε
混

同

さ
れ
る
事
が
往

々

あ

可
な
b
間
違

ひ
の
な

い
も

の
を
蒐
集

し
た
も

の
ε
は
思

る
が
、

死
は
疾

病

の
諸

徴
候

が
全

く
消

失

し
た
後

に

初

は
れ
る
け
れ
ざ
も
、
科
學
的
研

究

に
役

立

て

る
目

的

で

・
め
て
、

始
ま

る
も

の
で
あ

る
。

そ
こ
に
は

自
然
的
休

止

.
記
述

さ
れ

て
あ

っ
π
も
の
で
は
な

い
か
ら

、
こ
れ
程
ま

が
あ

る
。
疾

病

が
勝

利
を
得
、
嘱

が
果

て

、
、
冷

て

が

・
で
が
精
確

で
あ

る
か
は
必
ら
す

し
も
保

護
す

る
事

の
旧

卒
穏

に
露
す

る
聴
な

の
で
め
る
、
.斯

く
の
如

き
縄

過

階

來

な

い
の
は
言

ふ
迄

も
な

い
。

然

し
乍

ら
、
非
常

に
長

梯

は
、
人

に
よ

っ
て
時
間

の
長

さ
を
異

に
す

る
の
で

あ

い
年
代

に
亘

っ
て
、
各
種
雑
多

な
材
料

か
ら
蒐
集

し

た

る
が
、

多
少

ε
も
必
ら
す

存
在
す

る
も

の

な

の

で

あ

も

の
で
あ

る
か
ら

、
統
計
表

に
示
ざ
れ
た

る
数
字

は
極

る
。
た

だ
多

く

の
場
合

、

こ
れ
が

明
白

に
識
別

し
得

な
.

め
て
半
準
性

に
富

ん
だ
も

の
で
る

る
ε
思
は

れ
る
。
斯

い
で
終

る
の
で
、
自
然
的

死
が
㎜脳
髄

の
死
で
あ

る
か

の

く

の
如

(
に
し
て
求

め
得

た
均

一
性

は
、
死

の
よ
り
均

襟

に
見

え

る
の
で
あ

る
。
肉
艦

的

の
死

に
は
、
縢
髄

に

一
的
、

よ
り

…
様

的
な
も

の
を

示

し
て
み
る
.に
連

ひ
な

よ
る
も
の
、
心
臓

に
よ
る

も
の
及

び
肺
臓

に
よ

る
も

の
.

い
。
斯

く
し

て
、
死

に
面

し
た
名
士

の
最
後

の
言
行

は
、

の
コ
.種

が
あ

る
が
、
心
理

的
の
死

に
も

同
様

に
三

つ
の

取
b
も
直

さ
す

、
彼

の
精
神
的

態
度

ご
道
徳
的
品

性

ご

.

種
類

が
あ

る
。
第
二

は
精

神
が

少

し
も
錯
齪
を
來

た

さ

を

明
ら

さ
ま

に
、
且

つ
在

転

の
ま

、
に
反
謹

し
て
み

る

な

い
所

の
も

の
で
あ

っ
て
、
知

鑑

が
最
後

ま
で
明
で

あ

も

の
に
な

る
の
で
め

る
。

る
計
り

で
は

な
く
、
反

っ
て
非
常

に
鋭
敏

に
な

る
も

の
、

彼
は

彼
の
域
扱

っ
た
名
士
達

を
其

の

職
業

に

慮
じ

換
言
す

れ
ば
肉
驚

的
疲
勢

が
、

精
神
的
活
動

を
盛

な
ら

て
、
左
表
第

「
欄

に
見

る
如

く
、
十
種

類

に
分
類
し
た

し
む
る
も

の
で
あ

る
。
第

二
は

後
嚢
的

に
脳
髄

を
冒
す

の
で
め
る
。
衝
撃

者

の
中

に
は
敷

學
潜

及

び
教
育

家
を

疾
病

に
起
因
す

る
も
の
で
、
精

神

が
孚
檬
朧

ご
な

る
も

包
含

さ
ぜ
て

る
る
。
婦
人

は
升
類
す

る
ほ
ざ
人
員

が
多

の
で
あ
る
。
第

三
は
脳
髄

を
冒

す

一
切

の
疾
病

に
起
因

く
な

い
の
で
、
暫

く
企

て
を

一
群

に
し
た

の
で
あ
る
。

す

る
も

の
で
、

]
般

に
判

断
力

を
欠

き
、
自
風
発
を
全
く

第

二
欄

は
ー
ハ
の
網観
察
一致
、
第
…鳥
欄
…は
壮
ハ
の
雫
均
年

齢

で

・消
失
す

る
も

の
で
あ
る
。
.

あ

る
。

そ
れ

か
ら
死

の
形
態

、
苦

悩

の
有
無

、
死
前

の

そ

こ
で
彼
は
著
名
な
歴

史
的

人
物

の

最

後

の

省
葉

…
最
後

の
言
葉

及

び
言
葉

の
響
均

敷
は
何

れ
も
左
表

に
示

・を

、
信

殺
す

る
に
足

る
ε
思
は

れ

る
も

の

の
み
を
蒐
集

.
す
通

12
で
め

る
。

㌦

■



職

察

業

余
教
家

主
腐
者

軍

葉書の後憂め翻i態 形の死 季
、.み 人{_

欝 　繋謙 騨 戦死蒙
飾 者 満 足.閃 戒 稽 鮒 の.の 死 殺 殺 死 刑 齢

藪均卒の葉替
ほ コ へ

無 不 滞 質 願i

望i頓

.訓旧

著 満 足 閥 』戒1

　
識

刺

滑

稽

一 昌 二 一 一 昌 濡 一 六.一 二 息 一 四 四 皿 力
7』 昌 昌 高 層 〇 三 〇 七 六 〇 内 ・六 プ】 三 二 ソr四 〇 〇t六 、二

三 量 舌 内 量 砿 夷 藁=^一_匿_置 註 吾 空

調=幽 夷 。=厳^き 一 。 一点 譜 三 瓢

哲
畢
者

文
學
者

き`=^眠=ズ 茄^脳=鞘 内 。 古 《 昌 葦 〇 内 奏 旦

雑

録

名
士
の
死
の
心
理
に
關
す
る
腕
計
的
研
究

一 一 一 一 一 一 昌 一 昌E亀 ぬ 弐0
内 巴 四 眠 四 昌A.nosカA四 拍 口a8昌 一 島{5四 六

科
學
者五

四茜冨00
一 歯 三 一 一 五〇

一 昌 ヨAO湘0呂 丑 三A一 四 昌 四 一 〇

ヵ 翼 三 眠o三 三 距 国 君^口 昌 三 』 四 舞ooロ 。 釜 髭 家

琶 栄 霊 呂 茜 爵 旨 天 昌 署AA珊 四 昌 瓦 喬o__匹 莫 売 人

政
治
家実益ス一三 自1ざ 里 民 盟 茜 蕊 柔 δ 西 。^。 宍 党 内.一 蒲 実 家

婦

誌=〈 蛋 三ヵ=鰍__誤_o兄 能 人

第
十
七
巻

(第
六
號

「
四
五
)

八
九
五

rF含

声.黄r或 叡 喜蕪 蕊 礎 三語 誌 暑聾 知 計
比

IIII目1蓋 冗 契 最 里 宮 美 星 盗 夷 昌 昌 二1陣



雑
.
一躁

名
士
の
死
掛
の
理
に
關
す
る
続
㍑計
的
研
究

名
士
の
弓
始
年
齢

に
就

い
て
見
れ
ば
、∵
名
士

こ
な
る

}

.

も

の
は
少
な
く
ε
も
五
十
歳
ま
で
生
き
長
ら

へ
る
も
の

、

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・王
一権
者
ご
軍
人
は
流
石
に
其
.
.

の

雫

均

年

齢
が
比
較
的
に
低

炉
。
そ
れ
は
宗
敢
家
な

ご
に
較

べ
る
孟
、
暴
虐
者
の
及

に
什
れ
陀
り
、
戦
場

の
.

露

ご
消
え
る
者
が
多
数
を
占

め
て
.み
る
ξ
ざ
が

一
つ
の
.

原
因
を
な
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
天
命
を
全
う
し
な
が

ら
、
し
か
も
最
も
夭
折
の
者
は
詩
人
ε
美
術
家
に
共
の

、

例
を
見
る
事
が
出
家
る
。
囚
。駐

二
十
六
歳
、
耀

δ
・

の
三
十
⊥
八
議
、
団
霞
蕊

の
三
十
七
歳
、
弓
8

の
三
十
八

歳

隔
及
び

》
臥
駐
8

の
四
十
七
歳
の
如

き

之
で

あ

る
。
死

の
前
に
於
け
る
苦
憐
の
有
無
に
閲
し
て
は
、
入

百
九
十
四
伴
の
中
た
貰
八
十
件

の
み
が
知
ら
れ
て
み
る

が
、
そ
れ
丈
の
範
園
に
於
て
、
ま
π
斯
く
の
如
き
結
果

か
ら
見
て
、
死
前

に
於
け
る
苦
悩

の
問
題
は
決
し
て
重

要
な
も
の
で
は
な

い
ε
考

へ
ら
れ
る
。
死
前
の
精
瀞
状

態

は
其
の
最
後
の
吉
葉
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ
る
の
で
め

る
が
、
其

の

　
七
%
を
占

め
て
み
る
諷
刺
、
滑
稽
は
高

度
の
精
肺
統
制
状
態
を
語

っ
て
み
る
も
の
で
あ
ら
う
。

希
望
を
述

べ
、
訓
戒
を
試
み
る
も
の
は
軍
人
に
其

の
例

第
十
七
巻

(第
六
號

自
四
六
)

八
九
六

が
比
較
的
多

い
。
戚
嘆
の
叫
び
を
獲

し
、
野
冊
の
言
葉

を
残
廿
て
逝
ぐ
者
は
哲
學
春

郊
其
の
働
が
多

い
。

一
般

.

的
に
多

い
の
ば
最
後
に
願
堅
を
托
す

を
吉
葉
(
=
二

%
)

で
あ
る
。
次
臆
四
六
妬
に
劃
し
て

一
九
%
の
割
合
に
於

て
示

さ
れ
て
み
る
如
く
、
満
足
し
て
死
に
就
く
者
は
不

・
.
.
満
の
吉
葉
を
訴

へ
る
者

の
二
倍
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
は

六
五
%

に
糊
し
て
三
五
%

の
割
合
を
示
し
て
み
る
所
の

死
前

に
於
け
る
苦
悩
の
有
る
者
だ
無
き
者
ε
の
割
合
"

.

丁
度

一
.致

し
て
み
る
。
婦
人
や
政
治
家
は
猷
り
諷
刺
や

滑
稽
を
吉
は
な
い
が
、
.そ
れ
を
言
ふ
者
は
他
の
.者

に
較

べ
て
、
非
常
に
長

い
言
葉
を
述

べ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ

、で
諷
刺
や
滑
稽
を
盲
ふ
婦
人
及
び
政
治
家
の
李
均
吉
葉

敷
は
人

一
倍
多

い
の
で
あ
る
。
婦
人
は
自
己
の
願
望
を

.

傳

へ
ぢ
矯
め
に
、
卒
均
六
十
三
語
を
凝
す

る
の
で
あ

っ

て
、
願
望
を
述

べ
,る
者
の
中
で
は

一
番
長
く
、
主
権
者

の
二
十
三
語

に
比
較
す
れ
ば
實

に
約
三
倍
で
あ
る
。
概

し
て
無
口
な
の
は
科
學
者
ご
美
術
家
で
あ
る
。

,


